
－年間総授業時数増加を受けての取組－

千葉県教育委員会
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本日の流れ
千葉県の現状・課題
本事業の目的と具体的な取組
・柏市立酒井根東小学校
・市原市立海上小学校
・市川市立塩浜学園
・市川市立行徳小学校

成果と課題
まとめと提案
実践校校長より
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千葉県の現状・課題

 市町村教育委員会数 ５４

 公立小学校数 ７９２校

 義務教育学校数 ２校

 県立特別支援学校数（小学部） ３５校

 市立特別支援学校数（小学部） ２校

◎千葉県の現状（平成３０年５月現在）

東葛飾教育事務所

葛南総教育事務所

北総教育事務所
（香取分室

・海匝分室）

東上総教育事務所
（山武分室

・夷隅分室）

南房総教育事務所
（安房分室）

◎千葉県の課題

小学校外国語教育の授業時数増加に対して

・学校数が多い。
・地域によって、特色ある教育が行われている。
・抱えている教育課題が異なる。

全県で足並みを
そろえることは困難。
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本事業の目的と具体的な取組

◎本事業の目的

各学校において、児童や学校及び地域の実態を適切に把握し、
カリキュラム・マネジメントに努める必要があるが、参考となる
事例が少ない。

１ 問題の所在

外国語活動・外国語科を軸として、弾力的な時間割編成の在り
方や教育効果を高めるための指導計画等について実践的な調査研
究を行う。

その成果を普及するために、教育課程編成の手引きとなる『新
学習指導要領に対応したカリキュラム・マネジメントの在り方』
を検討し、指導資料を作成する。

２ 目的

◎具体的な取組
１ カリキュラム・マネジメント調査研究実践校の指定

柏市立酒井根東小学校 市原市立海上小学校

市川市立塩浜学園（義務教育学校） 市川市立行徳小学校

２ カリキュラム・マネジメント検討協議会

②「時間」のマネジメント・リーフレット作成、配付。（H２９年度）

①教育課程の編成の在り方を協議する。（H２９年度３回、H３０年度３回）

大学教授、県教育委員会、市教育委員会、実践校担当者、各教育事務所担当者

③「小学校新学習指導要領に対応したカリキュラム・マネジメント」の作成、配付。
（H３０年度） ４



本事業の目的と具体的な取組

◎具体的な取組

柏市立酒井根東小学校

校長名 梅津 健志

児童数 ５００ 学級数 ２０

教職員数 ３１ ※H３０年度データ

豊かな人間性と主体的に学ぶ力を備えた
実践力のあるたくましい児童の育成

経営重点＝友達と共にやりぬく子の育成

～感じ 考え 行動する 東っ子～

学校教育目標

（都市部にある中規模校）

課題

・前年踏襲の行事や年間指導計画
・新学習指導要領の理解と対応
・授業改善
・外部人材の活用

１５分を活用して、短時間や６０分の授業を実施する

「実践しているカリキュラム・マネジメント」

・朝のモジュール時間設定を有効活用
・実践修正型のＤＣＡＰサイクル
・教育課程創造会議とワークショップによる全教職員の参加
・近隣大学生や地域人材ボランティアの活用
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本事業の目的と具体的な取組

◎具体的な取組

※H３０年度データ

学校教育目標 課題

・１／３が学区外通学（過疎化）
・新学習指導要領の理解
・新しい教育課程と指導体制の構築

市原市立海上小学校
（地方にある小規模校）

校長名 鈴木 俊一

たくましく歩み、未来へ飛躍する子

～子どもの可能性を最大限に伸ばそう～

児童数 ６５ 学級数 ６

教職員数 １３

１５分を活用して、短時間の授業を実施する
（移行措置活用）

「実践しているカリキュラム・マネジメント」

・短時間学習や長時間学習を活用して実施
・移行措置により総合的な学習の時間を１５時間減ずる
・イングリッシュウィークなど特色ある教育活動
・専科教員、英語免許所持教員、外部人材の活用
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本事業の目的と具体的な取組

◎具体的な取組

※H３０年度データ

学校教育目標 課題

・不登校や特別な支援を必要とする
児童・生徒への対応

・一部教科担任制のマネジメント

市川市立塩浜学園
（都市部にある義務教育学校）

ふるさとを愛し 自ら夢を持ち 心豊かで

たくましく生きる児童・生徒の育成

～人をつなぐ 未来へつなぐ～

校長名 石田 清彦

児童数 １３９ 学級数 ６
教職員数 ４３
（中学校教員含む）

５０分をすべての授業の標準とする

「実践しているカリキュラム・マネジメント」

・１単位時間の授業分数の工夫

・４５分によらない５０分をすべての授業の標準とする

マネジメント

・小・中教員による教科担任制
７



本事業の目的と具体的な取組

◎具体的な取組

※H３０年度データ

学校教育目標 課題

・大規模ゆえ、調整や連絡に時間がかかる
・学校全体の歩調をそろえるマネジメントが
困難

・様々な課題が数多くある

市川市立行徳小学校
（都市部にある大規模校）

わっしょい －心も元気、体も元気、頭も元気－
・人の気持ちを考え、他人に感謝する子【心も元気】
・進んで体を動かし、健康安全に気を付け、粘り強く
続ける子【体も元気】

・自分の思いを表現し、学びを深める子【頭も元気】

児童数 １，０４９ 学級数 ３８

教職員数 ５７

校長名 石井 辰治

各教科等の特質に応じ、年間の授業の一部を特定の
期間にまとめて行う

「実践しているカリキュラム・マネジメント」

・土曜日や長期休業中に授業を実施
・短時間学習を活用して実施
・地域人材や保護者ボランティアの活用
・大規模校における教職員や関係者への周知理解
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成果と課題 １「時間の」のマネジメントについて（リーフレット配付）

５つの時間割の提案

研究実践校が取り組んだ時間のマネジメント

③短時間学習や長時間学習を活用して実施

柏市立酒井根東小学校

市原市立海上小学校

市川市立塩浜学園（義務教育学校）

市川市立行徳小学校

⑤土曜日や長期休業中に授業を実施

市川市立行徳小学校

その他：１単位時間と全教科等の年間指導
計画を変更して実施
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成果と課題

柏市立酒井根東小学校 （都市部にある中規模校）

○短時間学習に成果があった。

○「内容」「人」のマネジメントにも取り組み、様々なマネジメントを

有機的に結び付けることができた。

○教員の打合せや研修時間が確保され、授業が確実に実施でき、時数管理もできた。

○児童のコミュニケーション能力の高まりが見られ、人間関係が改善するとともに、学習

理解の深まりが見られたため、学力が向上したと捉えている教員が増加した。

○地域住民らの協力を得て、教職員が一致協力してマネジメントに取り組めた。

２ 各学校について（共通アンケート結果より）

○朝の短時間学習や１単位時間４５分の授業を充実させることができた。

○平成３０年度は、短時間学習や移行措置活用等、複雑な時数管理に職員が協力して取り

組むことができた。

○教職員が共通理解を図りながら、同じ目標に向かって進む意識がさらに向上している。

○児童のコミュニケーション能力の高まりを７０％の教師が肯定している点に関連して、

人間関係の改善と集団生活の中で時間を守る意識の項目が向上した。

市原市立海上小学校 （地方にある小規模校）
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成果と課題 ２ 各学校について（共通アンケート結果より）

○義務教育学校の特性を生かし、前期課程の小学校教員と後期課程の中学校教員が連携・協

働した特色ある教育活動が実践できた。

○５０分授業を小中教員の相互乗り入れで実施し、小中接続期の授業がやりやすくなった。

○児童・生徒は、小中教員の指導や児童・生徒間の交流があることからコミュニケーション

能力が高まっている。

○指導計画・日課表作成や授業実践・評価など、小・中の教職員が協働する環境や文化がで

きており、情報共有や連携・協力の意識が高まっている。

市川市立塩浜学園 （都市部にある義務教育学校）

○マネジメントを有機的に結び付けることができた。

○休業日の授業日数増加と短時間学習を併用したため、複数の指導計画等を準備することを

通して、「時間」のマネジメントの意識が高まった。

○平成３０年度は打合せ時間を確保し、教職員の共通理解のもと、連携・協働して取り組む

ことができた。

○短時間学習や外部講師と協働した授業展開が実現され、児童の時間を守る意識の高まりや

学習理解が進んだ。

○保護者や地域住民らの協力を得て、業務改善や特色ある授業づくりに成果を上げた。

市川市立行徳小学校 （都市部にある大規模校）
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成果と課題

○児童のコミュニケーション能力の高まりが見られ、人間関係が改善すると考えられる。

○児童や教職員の時間を守る意識が高まり、学習理解の深まりが見られ、学力向上に効果が

ある。

子供の視点から

３ カリキュラム・マネジメントの充実について

教職員の負担の視点、校務運営の視点から

○教職員が共通理解を図りながら同じ目標に向かって進む意識が向上する。

○教職員の就業時間を大切にする意識が高まり、打合せや研修時間が最小限で確保され、

時数管理により授業が確実に実施できる。

●複数の指導計画等を準備することとなり、１年目の負担は大きい。

地域との関係の視点から

○保護者や地域住民らの協力を得て、業務改善や特色ある授業づくりに成果を上げられる。

●保護者や地域住民らへの協力依頼や教職員との共通理解を図るための情報発信や打合せの

時間が必要になる。
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成果と課題

○千葉県下においては、多様な教育実践が行われている。県教育委員会からの要望・提案は最 小限

に留め、これまでの伝統や地域の教育資源を生かし、児童の実態や地域の実情に合わせたカリキュ

ラム・マネジメントに取り組み、各学校のもつ「よさ」を特色として伸ばしてもらうことが基本方

針である。

○小学校の授業時数増加に対応した「時間」のマネジメントだけでなく、授業の質の向上を目指し、

「内容」「方法」や「人（組織・体制）」のマネジメント等を複合的に取り組むことで、より成果

が上がる。

●教育活動の質の向上と働き方改革の２つを両輪としたカリキュラム・マネジメントに取り組むこと

ができるよう、管理職を始めとした教職員全体の意識改革が必要であるため、県教育委員会として

研修等において情報提供を継続し、前向きな取組を支援する必要がある。

設置者（教育委員会など）の視点から

３ カリキュラム・マネジメントの充実について

まとめと提案

提案１ いろいろなマネジメントを組み合わせましょう！

提案２ 学校教育に関わる全ての人へ発信し、理解と協力を得ましょう！

提案３ 教育活動の質の向上を目指すために、チェックリストから始めましょう！
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総則に示された手順を参考に実践

（１）教育課程編成に対する学校の基本方針を明確にする。
（２）教育課程の編成・実施のための組織と日程を決める。
（３）教育課程編成のための事前の研究や調査をする。
（４）学校の教育目標など教育課程の編成の基本となる事項

を決める。
（５）教育課程を編成する
（６）教育課程を評価し改善する

柏市立酒井根東小学校におけるカリキュラムマネジメント

全職員で児童の強みと弱みを出し合い
つけたい力＝「やりぬく力」

考え
る

重点目標の周知と広報

やり抜く力を育むフレーズの共有

考え感じ 行動する東っ子

協力して
がんばろ
う！

明確なゴール

意欲

できるよう
になりたい

目標に向かい 友達と共に やり抜く子

学校経営グランドデザイン

目標
資質・能力

目標実現に向けた取組手順

14
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めざす姿

本校で育む資質・能力

資質・能力の育成にむけた課題
・主体的~への授業改善（学）
・ICTと図書館を活用した授業（学）
・外国語の教科化に向けた指導課程（動）
・道徳の教科化（心）
・総合的な学習の単元づくり（動）
・学校行事の精選（全）

課題解決の手段
プロジェクト型組織で取り組
む
・授業改善
・外部人材と連携した活動
・周知と広報による理解促進

ゴール設定
・次年度教育課程を創る
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ワークショップ型会議で教育課程を創る

柏市立酒井根東小教育課程創造＝カリキュラムマネジメントサイクルにより教師の意識が高まる

H29・4月

目指す力と姿を
決定

教育課程説明会

学校行事ごとにオ
ンラインアンケー
トの実施スタート

夏休み

教員の自己評価

新指導要領研修

外国語教科化に向
けたモジュール設
定

教員評価＝2.7

12月ー2月

教員の自己評価
保護者・地域
学校評価アンケー
ト

目指す姿の実現に
必要な資質能力の
策定

H30教育課程編成

教員評価＝2.9

4月ー7月

教育課程説明会
・保護者
・町会役員会

目指す姿の広報

実践-振返り-次年
度計画

夏休み

７つの資質・能力
と育成する学習場
面の関連付け

目指す姿の広報

実践-振返り-次年
度計画

教員評価＝3.2

12月ー2月

教員の自己評価
保護者・地域学校
評価アンケート

目指す姿の実現に
必要な資質能力の
見直し

H31教育課程編成

教員評価＝3.4

主体的~授業改善

外国語教科化

ICTと図書館活用

道徳教科化

総合的な学習単元

学校行事精選

9月ー11月

教育ミニ集会
テーマ
読書量を伸ばす
学校・地域・保護者

朝モジュール外国語

9月ー11月

教員の自己評価
保護者・地域学校
評価アンケート

目指す姿の実現に
必要な資質能力の
見直し

H31教育課程編成

地域ボランティアによる朝の図書館開館・図書委員による読書フェア年３回・読書会の全学級実施・調べ学習促進

麗澤大学自主ゼミによる朝モジュール指導開始 ・H30より新学習指導要領完全移行 ・留学生との交流会開始

研究授業成果によりグループホワイトボードの導入 全学級に8枚ずつ購入 ・全員にA4版ホワイトボードの購入 話し合い活性化

H30実施しながら見直しし，教科横断・外部人材連携・学年相互連携を入れた計画立案

年間指導計画見直し 研究会に全員参加 板書レコードをサーバー蓄積・実践共有 自主学習会の開催

修学旅行，林間学校内容変更 持久走大会を防災公園で実施し目標の明確化 音楽集会を1日に短縮

P・D C・A D C・P D C・A D C・P

教育課程創造会議１
教育課程創造会議２

教育課程創造会議３
教育課程創造会議４
教育課程創造会議５

教育課程創造会議６
教育課程創造会議７
教育課程創造会議８
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ありたい子ども像をみつける編 図書館にて ６人×６グループ

時刻目
安

正味

(min)
内容概略 行うこと （※は、ワーク設定の意味） 形式

15:00 0:15 オリエンテーション

WSの目的説明（校長）
ファシリテーター紹介（福島）

チェックイン・
「あなたが、今年、情熱を注ぎこみたいことは？」

対話のグランドルール
「何が正しい、だれが正しいを決める場ではない」

WSの目的と終了後のありたい状態を説明

2人ペアでチェックイン（向かい側の人）

全体

ペア

15:15 0:30 【目的・ビジョン】Why/Pupose
私たちは、卒業時に、どんな子ども像を目指して、日々、
教育活動をしているのだろうか？ それぞれの思いを語
る（「〇〇ができている子」など、個別具体でよい。合
意は求めない。学校目標と関連してなくても可）

グループシャッフル⇒ペア対話⇒グループ対
話 キーワードやステートメントをホワイ
トボードにメモ⇒全体シェア（５分） １
５分×２

ペア
グループ

15:45 0:15 【学校の現状認識/前提や背景の共通理解】
「とはいえ、現状こうなっているよね」「こういう障害
があるからこうしたいけどできないよね」という嘆きや
本音を忌憚なく語る。原因究明部分はやらない。

グループシャッフル⇒ペア対話⇒グループ対
話 キーワードやステートメントをホワイ
トボードにメモ⇒全体シェア（５分）

グループ

16:00 0:20 再度【目的・ビジョン】の確認
現状を踏まえたうえで、それでもこの学校で達成したい、
子どもの姿（卒業時）とは？

ペア対話⇒グループ対話⇒キーワード抽出⇒
全体シェア

グループ

16:20 0:20 【具体的な着手】What/Action
上記の学年別目標を達成するために、具体的に教員であ
る私、私たちの具体行動、スタートすることは何か？
学年別討議と全体シェア

（低中高学年別着席）⇒ワークシートにケー
ス別に記入（授業、行事、生活指導、その他
から、取り組みやすいものを選び記入）⇒全
体シェア（５分）

グループ

16:40 0:03 【チェックアウト】
ワークシートに、感想・気づきを各自記入（各自）

個人がワークシートに記入 個人

16:43 0:02 【まとめ】
総括（校長）

校長から総括と挨拶 全体

16:45 1:45

柏市立酒井根東小教育課程創造会議２ 育成する７つの資質・能力を見出し，育成アクションプランを構想する

卒業時の姿を決める

具体的にどこで何を伸ばすか

低中高で話し合い
アクションプランを決定 キーワードを深める

17



時刻
目安

正味 内容概略 行うこと （※は、ワーク設定の意
味）

形式

9:00 0:20 オリエンテーション

WSの目的説明（校長）
ファシリテーター紹介（福島）

チェックイン・
「1学期あなた自身をほめてあげたいと思った瞬間」

対話のグランドルールの確認
「何が正しい、だれが正しいを決める場ではない」

WSの目的と終了後のありたい状態を
説明

2人ペアでチェックイン（向かい側の
人）

全体

ペア

9:20 0:40 【１学期の振り返りチェック】ワークシート1
７資質能力項目についてのチェック
どの程度意識して教育活動を行ったかを振り返る

個人チェック（10分）⇒グループシェア（１５分）⇒
全体シェア（順位づけ）

資質能力をいかに意識して伸ばせた
かを１学期の学習活動を振り返って
みる

全体シェアでは、どの項目が取り組
みやすく、どの項目が取り組みにく
いかが明らかになってくる

個人

グループ
全体

10:00 0:10 休憩

10:10 0:20 【７資質能力と教育課程５領域との関連その１】ワーク
シート２

7資質能力と教育課程５領域がどのように関連するかを、
対話しつつ、マトリックスを完成させる

グループ⇒全体シェア
マトリックスにすることで、資質能
力と教育課程の領域との関連につい
て俯瞰した立場から眺める

グループ

10:30 0:50 グループ変更 5つの教育領域班に分ける（途中シャッ
フルする。自分が提案できそうな２領域に所属する

25分× 2回転のワールドカフェ）
・各テーブルで１人はテーブルホスト（自主的に）
【７資質能力と教育課程５領域との関連その２】
教育課程５領域のどこで行うかを具体的にステートメン
ト化する

各グループが、領域ごとにまとめる
⇒全体シェア

明日の個別具体の年間計画に入る前
に、どのような活動をいれることで
育むことができるかの見通しをたて
る

グループ

11:20 0:05 【まとめ】
総括（校長）

校長から総括と挨拶 全体

柏市立酒井根東小教育課程創造会議 ３ ７つの資質・能力を育成してきたか 1学期実践を振り返る

７つの資質・能力育成に向けた実践振り返り
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時刻
目安

正味 内容概略 行うこと （※は、ワーク設
定の意味）

形式

14:00 0:05 オリエンテーション

WSの目的説明（校長）
WSの目的と終了後のありたい状態
を説明

全体

14:05 1:30 【７つの資質能力と年間指導計画その１】 30分
×３回転（昨日参加しなかった３つの領域にコ
ミットしてのワールドカフェ）
・テーブルホストは、研究主任 生徒指導主任
特活主任 外国語主任 道徳主任
昨日のワークシートを参考に、７つの資質能力
を意識しつつ、５領域の年間指導計画に落とし
込んでいく

計画表の中に、付箋で番号を入れ、その番号に
対応した具体的・効果的な指導内容を模造紙
（またはホワイトボード）に書き込んでいく
※間に休憩を入れる

グループ

年間指導計画を眺めながら、昨日
の検討も参考にしながら、具体的
に計画のどの部分で重点的に取り
扱うのか、どういったアプローチ
をするのかを話し合う

個人

グルー
プ
全体

15:35 0:10 休憩 発表準備

15:45 0:30 グループ別発表 各領域班5分×５グループ
研究主任が発表

グループ⇒全体 グルー
プ

16:15 0:05 【まとめ】
総括（校長）

校長から総括と挨拶 全体

柏市立酒井根東小教育課程創造会議 ４ 育成する７つの資質・能力を育む 教育活動領域を決める

道徳
自己決定力・継続力 大人になる力

教科
自己肯定感･考える力･大人になる力

総合
自己決定力・人間関係力

特別活動
自己肯定感・人間関係力・継続力外国語

自己肯定感・人間関係力・継続力

プロジェクトリーダーの元に
全職員が代わる代わる訪れてブレストし，
最終決定はプロジェクトリーダーが行い
指導計画上の重点事項を指定していく。
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柏市立酒井根東小教育課程創造会議 ５ めざす児童像＆７つの資質・能力を育む 教科横断教育課程づくり

各学年ごとに分かれ
全教科年間計画を拡大したものを元に

発表して共有化
学年間のつながりを視野に

各教科で培う資質・能力と
求められる学習活動をつなぐ
すると・・・
教科間を関連させたり
外部人材を取り入れたり
することの方が効果的である。
２学期から一部修正して実施
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柏市立酒井根東小教育課程創造会議 ５・６・７ めざす姿，７つの資質・能力を育むH31教育課程づくり

各学年ごとに分かれ
全教科年間計画を拡大したものを元に

新学習指導要領実施に向け
教育課程創造のサイクルはできた

評価に向けて，子供の学びを
どのように見取り
どう指導改善につなげていくか
そのマネジメントが次の課題

今年度を振り返り
プラスとマイナスを出し合い
プロジェクト実践を総括する

各プロジェクトの取組状況を
発表して共有する

総合的な学習の単元づくり
資質・能力の効果的育成を目指し
教科横断・外部活用と学年系統を
検討する

総合的な学習の単元の完成

総合的な学習の評価に向けて
ルーブリック評価の研修を行い
目指す姿で規準をつくる演習

21



柏市立酒井根東小教育課程 外国語で育む資質・能力「自己肯定感・人間関係力・継続力」だから外部と連携

高学年の外国語カリキュラム

授業３５時間＋モジュール３０時間＋交流会等５時間

学習内容のうち繰り返しが必要なもの
書くこと フレーズを覚えること ➡モジュール

１時間の授業では，モジュールの内容を総合統合する

留学生との交流に向けて外国語を学び

留学生との交流で使って，自らの学びを確認する

このようなカリキュラムは校内人材だけでは不可能

学区に大学があるという特色を生かした
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